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平成１７年９月２日(１) 

開議 １０時１１分 

○議長 神﨑光昭君  

 おはようございます。 

只今の出席議員は１４名で、定足数に達しておりますので、平成１７年第４回豊前市議会

定例会を開会し、本日の会議を開きます。 

 日程第１ 会期決定の件を議題といたします。 

お諮りいたします。本定例会の会期は、先の議会運営委員会で協議の結果、お手元に配布

のとおり、本日 9月２日から 9月１６日までの１５日間といたしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 

異議なしと認めます。よって、会期は１５日間と決定いたしました。 

 日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第８０条の

規定により、議長において、  

 日程第３ 諸般の報告をいたします。監査委員から、平成１７年５月から７月までの出

納例月検査の報告がありました。各報告書については、事務局に保管していますので、ご

了承を願います。 

 日程第４ 議案第３６号から議案第６３号及び報告第５号及び６号を一括議題といたし

ます。提案理由の説明を求めます。市長。 

○市長 釜井健介君 

 本日ここに、平成１７年第４回豊前市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位

には、公私ご多用のところご臨席を賜り誠にありがとうございます。厚くお礼を申し上げ

ます。本議会に提案いたしました議案は、条例案件４件、協議案件１１件、専決処分案件

１件、予算案件１件、決算案件１１件、報告案件２件の合計３０件であります。 

 次に、議案の順序により、ご説明を申し上げます。 

議案第３６号は、豊前市公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついてであります。豊前市が管理する公園として、新たに２箇所を加えるため、条例の規

定を整備する案件であります。 

 議案第３７号は、豊前市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を

改正する条例の制定についてであります。消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する

法律施行令の一部改正に伴い、関係規定を整備するための案件であります。 

 議案第３８号は、京築地域視聴覚教育協議会設置条例を廃止する条例の制定についてで

あります。京築地域視聴覚教育協議会の設置及び管理運営に関する事項については、規約 

に定められているため、本市の条例を廃止するための案件であります。 

 議案第３９号は、豊前市長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の制定
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についてであります。地方自治法及び地方自治法施行令の一部改正に伴い、長期継続契約

を締結することができる契約に関し、必要な事項を定めるための案件であります。 

 議案第４０号は、京築広域市町村圏事務組合を組織する地方公共団体数の増減及び京築

広域市町村圏事務組合規約の変更についてであります。平成１７年１０月１１日から築上

郡新吉富村及び同郡大平村を廃し、その区域をもって、同郡上毛町を設置することに伴い、

京築広域市町村圏事務組合を組織する市町村の数を増減し、京築広域市町村圏事務組合規

約を変更するため、市町村の合併の特例に関する法律第 9条の２第２項において準用する

地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決を求めるための案件であります。 

 議案第４１号は、京築広域市町村圏事務組合を組織する地方公共団体数の増減及び京築

広域市町村圏事務組合規約の変更についてであります。平成１８年１月１０日から、築上

郡椎田町及び同郡築城町を廃し、その区域をもって、同郡築上町を設置することに伴い、

京築広域市町村圏事務組合を組織する市町村の数を増減し、京築広域市町村圏事務組合規

約を変更するため、市町村の合併の特例に関する法律第 9条の２第２項において準用する

地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決を求める案件であります。 

 議案第４２号は、豊前広域環境施設組合を組織する地方公共団体数の増減及び豊前広域

環境施設組合規約の変更についてであります。平成１８年１月１０日から、築上郡築城町

及び同郡椎田町を廃し、その区域をもって、同郡築上町を設置することに伴い、豊前広域

環境施設組合を組織する地方公共団体の数を増減し、豊前広域環境施設組合規約を変更す

るため、市町村の合併の特例に関する法律第 9条の２第２項において準用する地方自治法

第２９０条の規定により、議会の議決を求める案件であります。 

 議案第４３号は、福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合を組織する地方公共団体数

の増減についてであります。平成１７年１０月１１日から、築上郡新吉富村及び同郡大平

村が廃止され、その区域をもって、築上郡上毛町が設置されることに伴い、福岡県市町村

消防団員等公務災害補償組合を組織する地方公共団体の数を増減するため、市町村の合併

の特例に関する法律第 9条の２第２項において準用する地方自治法第２９０条の規定によ

り、議会の議決を求めるための案件であります。 

 議案第４４号は、福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合を組織する地方公共団体数

の増減についてであります。平成１８年１月１０日から、築上郡椎田町及び同郡築城町が

廃止され、その区域をもって、築上郡築上町が設置されることに伴い、福岡県市町村消防

団員等公務災害補償組合を組織する地方公共団体の数を増減するため、市町村の合併の特

例に関する法律第 9 条の２第２項において準用する地方自治法第２９０条の規定により、

議会の議決を求める案件であります。 

 議案第４５号は、福岡県介護保険広域連合を組織する市町村数の増減及び福岡県介護保

険広域連合規約の変更についてであります。平成１７年１０月１１日から、築上郡新吉富

村及び同郡大平村を廃止し、その区域をもって、築上郡上毛町を設置することに伴い、福
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岡県介護保険広域連合を組織する市町村の数を増減し、福岡県介護保険広域連合規約を変

更するため、市町村の合併の特例に関する法律第 9条の２第２項において準用する地方自

治法第２９１条の１１の規定により、議会の議決を求めるための案件であります。 

 議案第４６号は、福岡県介護保険広域連合を組織する市町村数の増減及び福岡県介護保

険広域連合規約の変更についてであります。平成１８年１月１０日から、築上郡椎田町及

び同郡築城町を廃止し、その区域をもって、築上郡築上町を設置することに伴い、福岡県

介護保険広域連合を組織する市町村の数を増減し、福岡県介護保険広域連合規約を変更す

るため、市町村の合併の特例に関する法律第 9条の２第２項において準用する地方自治法

第２９１条の１１の規定により、議会の議決を求めるための案件であります。 

 議案第４７号は、豊前市外一町二村財産組合を組織する市町村数の増減及び豊前市外一

町二村財産組合規約の変更についてであります。平成１７年１０月１１日から、築上郡新

吉富村及び同郡大平村を廃し、その区域をもって、築上郡上毛町を設置することに伴い、

豊前市外一町二村財産組合を組織する市町村の数を増減し、豊前市外一町二村財産組合規

約を変更するため、市町村の合併の特例に関する法律第 9条の２第２項において準用する

地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決を求めるための案件であります。 

 議案第４８号は、京築地区水道企業団を組織する市町村数の増減及び京築地区水道企業

団規約の変更についてであります。平成１７年１０月１１日から、築上郡新吉富村及び築

上郡大平村が廃され、その区域をもって、築上郡上毛町が設置されることに伴い、京築地

区水道企業団を組織する市町村の数を増減し、京築地区水道企業団規約を変更するため、

市町村の合併の特例に関する法律第 9条の２第２項において準用する地方自治法第２９０

条の規定により、議会の議決を求めるための案件であります。 

 議案第４９号は、京築地区水道企業団を組織する市町村の増減及び京築地区水道企業団

規約の変更についてであります。平成１８年１月１０日から、築上郡椎田町及び築上郡築

城町が廃され、その区域をもって、築上郡築上町を設置されることに伴い、京築地区水道

企業団を組織する市町の数を増減し、京築地区水道企業団規約を変更するため、市町村の

合併の特例に関する法律第 9条の２第２項において準用する地方自治法第２９０条の規定

により、議会の議決を求めるための案件であります。 

 議案第５０号は、京築地域視聴覚教育協議会を設ける市町村数の増減及び京築地域視聴

覚教育協議会規約の変更についてであります。平成１７年１０月１１日から、築上郡新吉

富村及び同郡大平村が廃され、その区域をもって、同郡上毛町が設置されることに伴い、

京築地区視聴覚教育協議会を設ける市町村の数を増減し、京築地域視聴覚教育協議会規約

を変更するため、地方自治法第２５２条の６の規定により、議会の議決を求めるための案

件であります。 

 議案第５１号は、専決処分についてであります。平成１7 年 9 月１１日、第４４回、衆

議院議員総選挙及び第２０回、最高裁判所裁判官国民審査が執行されるに当たり、関係経
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費を必要とし急施を要したため、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分した

ので、同条第３項の規定により、これを報告し承認を求める案件であります。 

 議案第５２号は、平成１７年度豊前市一般会計補正予算(第２号)であります。 

今回の補正予算は、市政運営上、緊急必要とされる経費等について、所要の措置をいたし

たところであります。その補正額は、１億３８１１万６０００円で、補正後の予算総額は

１１１億８５４１万６０００円であります。 

歳出の目的別補正の概要について、ご説明申し上げます。 

 2 款総務費に、２４２９万８０００円の補正であります。その主なものは、国際交流費

に２１万６０００円、過誤納還付金に２４００万円の補正であります。 

３款民生費に、１９０８万円の補正であります。その主なものは、千束放課後児童クラ

ブ新築事業費に１８３３万円の補正であります。 

４款衛生費は、下排水路整備事業費に４５０万円の補正であります。 

６款農林水産費は、２２６８万６０００円の補正であります。その主なものは、干害応

急対策事業費に１３００万９０００円、林業振興事業費に、９３１万３０００円の補正で

あります。 

８款土木費に、４２０３万円の補正であります。その主なものは、能徳排水ポンプ場の

改修費として４００万円、四郎丸・野田線道路改良事業費に２０００万円、浸水対策調査

費に６００万円、街路事業費に９９０万円の補正であります。 

９款消防費に、消防団員制服見直しに伴う被服費９９７万２０００円の補正であります。 

１０款教育費に、１５５５万円の補正であります。その主なものは、八屋小学校運動場

整備費に８００万円、地域の芸術文化環境づくり支援事業助成金に２００万円、文化的景

観保護推進事業費に３５０万円の補正であります。この補正予算の財源は、歳出予算に伴

う国庫支出金等の特定財源のほか、一般財源として地方交付税、平成１６年度繰越金をそ

れぞれ措置いたしたところであります。 

 議案第５３号から６３号までは、平成１６年度の決算の認定に関する議案であります。 

同議案に係る一般会計のほか、８特別会計及び２企業会計の概要及び各部門別の主要施策

の成果等につきましては、別冊に記述のとおりでありますので、関係の説明は省略させて

頂き、会計別の決算等について、そのあらましを申し上げます。 

 議案第５３号 豊前市一般会計の最終予算額は、１２４億１９７１万円であります。 

これに対し、歳入決算額は、１１７億８６１８万６１７円で、予算に対する収入率は９４．

９％、歳出決算額は、１１６億７３８２万７１８７円で、対予算の執行率は９４％、歳入

歳出差引き１億１２３５万３４３０円の形式黒字となっていますが、翌年度の繰越財源を

差引いた実質収支額は、２９０９万５４３０円の黒字決算となっております。 

このうち１５００万円は、地方自治法第２３３条の２及び財政調整基金条例第２条の規定

に基づき積み立てをいたしております。 
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議案第５４号 豊前市国民健康保険事業特別会計の最終予算額は、３０億３２０６万９

００円であります。これに対し、歳入決算額は、３３億６９７６万７１８２円で、予算に

対する収入率は１１１．１％、歳出決算額は、２９億８４０３万４６４７円で、対予算の

執行率は９８．４％、歳入歳出差引き３億８５７３万２５３５円の黒字で、翌年度繰越金

となっております。 

議案第５５号 豊前市老人保健特別会計の最終予算額は、４６億７６０７万８０００円

であります。これに対し、歳入決算額は、４５億９２０万７４５０万円で、予算に対する

収入率は９６．４％、歳出決算額は、４５億３１５０万２０４６円で、対予算の執行率は、

９６．９％、歳入歳出差引き２２２９万４５９６円の歳入不足となっておりますので、翌

年度より繰上充用いたしております。 

 議案第５６号は、豊前市住宅新築資金等貸付事業特別会計の最終予算額は、２７４２万

７０００円であります。これに対し、歳入決算額は１７６２万４５１３円で、予算に対す

る収入率は６４．３％、歳出決算額は、２６８７万８７５７円で、対予算の執行率は９８．

０％、歳入歳出差引き９２５万４２４４円の歳入不足となっておりますので、翌年度より

繰上充用いたしております。 

 議案第５７号 豊前市農業集落排水施設事業特別会計の最終予算額は、３４９４万２０

００円であります。これに対し、歳入決算額は、３３５１万３２７３円で、予算に対する

収入率は９５．９％、歳入歳出決算額は、３３５１万３２７３円で、対予算の執行率は９

５．９％で歳入歳出は同額となっております。 

 議案第５８号 豊前市公共下水道事業特別会計の最終予算額は、７億８６６１万３００

０円であります。これに対し、歳入予算額は、７億８５００万７６０７円で、予算に対す

る収入率は９９．８％、歳出決算額は、７億６６７７万６４５３円で、対予算の執行率は

９７．５％、歳入歳出差引き１８２３万１１５４円の黒字で、翌年度繰越金となっており

ます。 

 議案第５９号は、豊前市公共用地先行取得事業特別会計の最終予算額は、１０００万円

であります。これに対し、１６年度は執行額０につき、全額不用額となっております。 

議案第６０号 豊前市営駐車場事業特別会計の最終予算額は、９００万円であります。 

これに対し、歳入決算額は１０４８万２９８８円で、予算に対する収入率は１１６．５％、 

歳出決算額は、８２８万４８８円で、対予算の執行率は９２％、歳入歳出差引き２２０万

２５００円の黒字で、翌年度繰越金となっております。 

 議案第６１号は、豊前市バス事業特別会計の最終予算額は、３４８４万６０００円で、

これに対し、歳入決算額は３２４３万２７２６円で、予算に対する収入率は９３．１％、

歳出決算額は、３２４３万２７２６円で、対予算の執行率は９３．１％で、歳入歳出は同

額となっております。 

 議案第６２号 平成１６年度豊前市水道事業会計の平成１６年度決算は、収益的収支で
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は、収入５億３１６３万１５７２円に対し、支出５億１１８９万３９４３円であり、消費

税を除いた実質収益は、１６２０万７９１９円となっております。なお、営業外収入につ

きましては、当年度他会計補助金及び業務受託収益による収益であります。諸経費の節減

と有収率の向上に努めてまいりましたが、支出の主な要因は、水道企業団用水受水費支払

によるものであります。 

また、資本的収支では、収入１億３４４６万４６００円に対し、支出２億２３７８万９

２０円であり、差引き８９３１万６３２０円の不足が生じておりますが、この不足額につ

きましては、過年度損益勘定留保資金８７００万４８２７円、過年度分消費税及び地方消

費税資本的収支調整額２３１万１４９３円で補填したところであります。 

事業面では、配水管布設と、漏水防止対策を含めた老朽管の布設替え工事３７工事、工

事延長４５０８．７ｍを実施いたしました。また、第８期拡張事業につきましては、工事

箇所３工事、工事延長５４８ｍを完了したところであります。更に、配水場及び取水井戸

の動力費等につきましては、経費の節減に努めたところであります。 

今後とも、なお一層の効率的な経営の推進に企業努力をしてまいる所存であります。 

 議案第６３号 平成１６年度豊前市東部地区工業用水道事業会計の平成１６年度決算は、

収益的収支では、収入７４９万６５４４円に対し、支出５３６万５６３４円で、消費税を

調整した当年度純利益は、１０４万８２１０円であります。なお、営業外収益につきまし

ては、当年度他会計補助金による収入であります。事業内容につきましては、豊前東部工

業団地内企業１社に工業用水を供給しております。また、資本的収支は、収入３９３９万

７０００円に対し、支出３９１４万６１００円であります。収支２５万９００円の残とな

っております。 

 事業内容につきましては、本年度は、工業用３号井から新たに取水するための取水施設

工事２工事、その他、導水管工事１工事、工事延長７４．２ｍを実施しました。 

報告第５号は、訴えの提起の専決処分の報告についてであります。地方自治法第１８０

条第１項の規定に基づき、訴えの提起について専決処分したので、同条第２項の規定によ

り、これを報告するものであります。 

 報告第６号は、平成１６年度豊前市土地開発公社の事業及び決算について、地方自治法

第２４３条の３第２項の規定により報告するものであります。 

 以上、提出議案の概要について、ご説明を申し上げましたが、いずれの議案も市政運営

上、緊急かつ必要な案件でありますので、議員各位には、慎重にご審議の上、速やかにご

議決くださいますようお願い申し上げまして、提案理由の説明を終わります。 

○議長 神﨑光昭君 

 市長の説明は終わりました。 

次に、今定例会に提出されています各決算の認定案件について、監査委員の審査報告を求

めます。古野監査委員。 
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○監査委員 古野正巳君 

 今回、審査に付されました平成１６年度豊前市一般会計、特別会計歳入歳出決算及び公

営企業会計決算の審査の経過と概要について、ご報告いたします。 

 審査は、本年の５月２３日から７月２７日までの間に、秋成監査委員とともに実施をい

たしました。詳細については、意見書がありますので省略をさせて頂きます。 

はじめに、本年度決算の実質収支は、一般会計では、２９０９万５０００円の黒字にな

っておりますが、財政調整基金の取崩し２億５０００万円、基金への積立金４７万５００

０円の調整をした実質単年度収支は、３億７７４１万５０００円の赤字となっております。 

特別会計の合計では、３億７４６１万８０００円の黒字決算となっておりますが、住宅

新築資金等貸付事業、市営駐車場事業会計を除いた各会計には、一般会計から総額で、８

億８８９４万７０００円が、赤字の補填、保険基盤安定繰出金など、国の繰出し基準に基

づいた金額が繰入れをされております。 

次に、一般会計のうち主なものを対前年度比で見ますと、歳入では、市税が２２１７万

４０００円、0．７％の増、所得譲与税税源移譲分でありますが、４８７６万１０００円

の増となっております。地方交付税は、２億８５１３万１０００円、７．７％の減、普通

交付税の不足分を補う臨時財政対策債は、１億７２４０万円、２７．９％の減となってお

り、国の三位一体改革が大きく反映されたものとなっております。 

歳出では、人件費で退職者数が多かったことから、３億６３３１万１０００円、１８．

４％の増、繰出金は、老人保健、介護保険事業会計等への繰出金が増えたことにより、１

億３２３万９０００円、９．２％の増となっております。減額となったものは、千束保育

園改築事業、まちづくり事業代替用地取得事業などの完了により、普通建設事業費が４億

７１５６万７０００円、２５．６％の減となっております。 

歳入のうち、市税、国民健康保険税、貸付金をはじめ、各種受益者負担金の収入未済額

の対応については対策を講じ、その解消に努力をされておりますが、依然、大きな金額と

なっております。財源の確保、市民負担の公正・公平のためにも、より一層の取り組みを

要望したところです。 

財政指標のうち、財政構造の弾力性を示す経常収支比率は、９１．４％で、平成１２年

度以降で最も高い数値となっております。この数値は、概ね７０から８０％が適当である

と言われていることから、弾力性が失われ、硬直化が進んでいることが懸念されるところ

です。 

 今後、地方分権、三位一体の改革が進められていくことにより、国からの補助金などが

大きく見直しされる一方、尐子・高齢化社会、循環型社会への対応、団塊世代の退職等々

に多額の財政需要が見込まれるなど、財政運営は、これまで以上に厳しくなることが予測

されます。そのためにも、今後に策定見直しが予定されております豊前市行政改革大綱、

集中改革プランに沿った中・長期的な財政健全化計画に基づいた自主・自立性の高い財政
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運営を要望するものであります。 

次に、公営企業会計のうち、水道事業の収益的収支は、前年度に引き続き１６２０万７

９１９円の黒字決算となっております。要因としては、水道管漏水の補修など、修繕費の

執行が尐額であったこと、収益では、給水戸数、給水量の増加により、料金収入が増収し

たことなどであります。収支において、平成１０年度から続いていた赤字決算を脱し、平

成１５、１６年度と黒字決算となっているものの、内容的には、一般会計からの補助金で

ある繰入金に依存した構造は従前どおりであります。今日、人口の減尐、節水型社会への

移行など、事業を取り巻く環境は厳しい状況下にありますが、本来の収入である料金収入

により、収支の均衡が保持できる健全経営を目差し、長期的視野に立った取り組みを要望

し、報告を終わります。 

○議長 神﨑光昭君 

 監査委員の報告は終わりました。 

以上で本日の日程はすべて終わりました。 

9 月８日及び 9 日の本会議において、一般事務についての質問を行います。なお、議案に

対する質疑は 9月９日のみといたします。 

一般質問、並びに議案に対する質疑のある方は、本日、午後５時までに発言通告書を提

出されるよう、お願いいたします。なお、発言の順序は通告書提出の順序といたします。 

これで、本日の会議はすべて終わりました。本日は、これをもって散会いたします。 

散会 １０時５０分 

 

 


